
桜台東部地区 防災道路１号線 現況測量説明会
～密集事業を活用した防災道路整備～

令和６年２月
練馬区防災まちづくり課

１

桜台東部地区(桜台一丁目、二丁目、三丁目の一部、四丁目の一部)は、西武池

袋線「桜台駅」北東側の住宅地を中心とした、環七通りと千川通りに囲まれ、正

久保通り、桜台通りが通る区域です。駅周辺には商店街が形成され、都心に近く、

生活利便性の高い住宅地が形成されています。

一方で、道路や公園の整備が不十分な状態で市街化が進んだことにより、幅員

４ｍ未満の道路が多く、公園が少ないという課題があります。また、地区内には

旧耐震基準で建てられた住宅や木造・防火造の住宅も多く、一部には木造等の住

宅が密集して建ち並んでいます。

そのため、震災時の建物倒壊や火災の延焼拡大等の課題があり、防災上早急な

対応が必要な地区でもあります。

地区の現状と課題

桜台東部地区



♦ 重点地区まちづくり計画について

令和２年度 まちづくり協議会を設立

令和３年度 まちづくりの検討

令和４年度 重点地区まちづくり計画の策定

令和５年度 密集住宅市街地整備促進事業（密集事業）に着手

♦ これまでの取組

２

【まちの目標】
桜台東部地区の課題を解決するにあたり、３つの目標を設定しました。
これらについて、地域住民と区と関係事業者等の協働で実現を目指します。

災害に強い、安全・安心なまち
防災面において有効な道路づくりや震災時に役立つ公園づくり、老朽建物や
危険なブロック塀等の改善を進め、災害に強い安全なまちを目指します。また、
日常生活において、歩行者が安心して歩けるまちを目指します。

誰もが集える、生活しやすい便利なまち
桜台駅周辺では、生活拠点にふさわしい便利で活気のあるまちを目指します。

みどり豊かな、居心地のよいまち
農地等の保全や沿道緑化の促進により、みどり豊かなまちを目指します。ま

た、子どもたちが遊んだり、憩いの場となる公園のある、居心地のよい閑静な
住宅地を目指します。

桜台東部地区を重点地区まちづくり計画を検討する区域に指定

まちづくりの検討

【まちづくりの進め方】
重点地区まちづくり計画は、この地区の将来像やまちづくりの方向性を示すも
のです。具体的にまちづくりを実施していく際には、基本とする手法を密集事業
等とし、地区計画等のまちづくり手法も活用し、それぞれの目標に応じた様々な
まちづくりの手法を複合的に活用しながら取り組みます。
事業を進めるにあたってはさまざまな機会を設け、地域の皆様の意見を伺いな
がらまちづくりを進めます。



【密集事業とは】
震災時に大きな被害を受ける可能性がある密集市街地の改善を図るために、
必要な道路や公園の整備、災害に強い建物への建替の支援等を行います。

♦ 密集事業について

３

■道路整備
消防活動困難区域を解消するとともに、災害時の避難拠点までの重要なアク
セス道路となる防災道路の整備を進めます。

■公園整備
みどりを増やし地域の憩いの場
を設けるとともに、まちの防災性
を向上するため、防災機能を有し
た公園整備を推進します。

■建物
建替え助成等の支援により、古く
なった建物の耐震化・不燃化建替えを
促し、大地震時の建物倒壊や火災によ
る延焼の被害の低減を図ります。

整備前4.5ｍ 整備後6.0ｍ

（北町地区 道路整備の事例）

（北町地区 公園整備の事例） （江古田北部地区 共同化の事例）
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♦ 様々なまちづくり手法

密集事業

助成制度
の拡充

防災設備の
効果的な活用

駅前の
まちづくり

意識啓発
イベント

そ
の
他

目標の
実現

まちの
目標



４

♦ 計画図

防災道路の整備の順番について
防災道路１～３号線の整備を順次進めていきます。整備の順番

については、地区の課題の１つである、消防活動困難区域の解消
に効果の高い、防災道路１号線から着手します。

道路延長：約710ｍ〔千川通りから正久保通りまで〕
計画幅員：6ｍ〔現況幅員4.2ｍ～5.5ｍ〕

※一部5.5ｍより広い区間あり（高架下）

♦ 防災道路１号線について



５

♦ 道路整備の流れ

①道路や建物等の形状を測量
↓

②現況平面図（地形図）を作成
↓

③事業の基礎資料として活用

♦ 現況測量とは

【現況平面図（例）】

① 現況測量 ・・・ 測量の基準となる点の設置等 令和５年度
現況平面図（地形図）等の作成 令和６年度

② 用地測量 ・・・ 道路拡幅に必要となる 令和７・８年度
用地の位置・面積の確認 （予定）

③ 用地取得 ・・・ 用地取得の手順や補償内容の説明 令和８年度から
⇒土地価格や補償額の算定 （予定）
⇒関係権利者との協議
⇒契約の締結

④ 道路整備工事

⑤ 道路の完成



桜台駅

新桜台駅

６

防災道路１号線：

現況測量範囲 ：

凡例

【現況測量の範囲】

桜台東部地区

現況測量範囲
防災道路１号線に接す
る土地・建物および隣接
する土地・建物

防災道路１号線
道路延長：約710ｍ
計画幅員：6ｍ

この地図は東京都知事の承認を受けて東京都縮尺

2,500/1の地形図を利用して作成したものである

（承認番号）５都市基街都第139号、令和５年７月７日



７

♦ 現況測量の流れ

１．測量の基準となる点の設置（道路内）
２．皆様方の土地や建物、道路等の位置の測量
３．計画道路の中心線を表す点の設置
４．道路の縦断および横断方向の高さの測量

測量は班（２人～３人）体制で行います。

身分証明書（みほん）着用する腕章

♦ お願い

基準点 測量の様子

第１号

身 分 証 明 書

( 40 才 ) 

１．委託件名

２．委託箇所

３．委託期間 自

至

練馬区長 前川　燿男

桜台一丁目・二丁目地内

令和６年１月25日

令和６年３月31日

記

　上記の者は練馬区施行の下記委託に

〇〇委託

従事する者であることを証明する。

平成02年05月15日生

氏　名　 〇〇　〇〇

住　所　 練馬区　練馬　〇丁目

令和　６ 年　〇月　〇日

写真

勤務先 ○○○○会社(株)

測量作業のため、皆様方の敷地に立ち入らせていただくことが
あります
その際は、腕章をつけた区の委託業者がお声掛けいたしますの

で、ご協力をお願いいたします。



練 馬 区 役 所

🏣１７６－８５０１ 練馬区豊玉北六丁目１２番１号

都市整備部 防災まちづくり課 防災まちづくり担当係

（大塚、松西、降旗）

電 話：０３－５９８４－4749（直通）

e-mail：BOUMACHI02@city.nerima.tokyo.jp

♦ 問い合わせ先

株式会社 測技社（ソクギシャ）

住 所：東京都練馬区富士見台二丁目40番５号

現場代理人：三浦 眞五（ミウラ シンゴ）

電 話：０３－３９９９－４１７８（直通）

♦ 令和５年度 現況（基準点等）測量委託 受託者

８

※ 令和６年度の現況測量は、準備が整い次第、皆さまに
お知らせを配布させていただき、作業を開始する予定
ですので、よろしくお願いいたします。

mailto:BOUMACHI02@city.nerima.tokyo.jp

